
調布市子ども・若者支援に関するニーズ調査票案（高校卒業世代から３９歳まで）の主な変更箇所抜粋

箇所 設問等の内容 選択肢等の内容 箇所 設問等の内容 選択肢等の内容

表紙 本市では、令和２年度から令和６年度

までの５年間を計画期間とする、調

布っ子すこやかプランに基づき…

（中略）

これらの計画は令和６年度をもって計

画期間が終了することから、「次期調

布っ子すこやかプラン」…

（中略）

－ 表紙 本市では、令和２年度から令和６年度

までの５年間を計画期間とする、第二

期調布っ子すこやかプラン（調布市子

ども・子育て支援事業計画）に基づき

…

（中略）

これらの計画は令和６年度をもって計

画期間が終了することから、「第三期

調布っ子すこやかプラン」…

（中略）

－ 依頼文の修正

問２ あなたの性別をお答えください。（１

つに○）

１．男性

２．女性

３．その他・答えたくない

問２ 変更なし １．男性

２．女性

３．その他（どちらともいえない・わからない・答えたくない）

選択肢の修正

問４ あたなたの婚姻状況をお答えくださ

い。（１つに○）

１．未婚

２．配偶者あり

３．配偶者と死別

４．配偶者と離別（離婚）

削除 削除 削除 削除し、「結

婚・子育てに関

するイメージに

ついて」のセク

ションで、問30

として把握

問８ あなたの最後に卒業した学校を教えて

ください。学生の場合、現在在学して

いる学校の種類を教えてください。

（１つに○）

例えば、高校を中途退学した場合、最

終学歴は中学校と回答してください。

１．中学校

２．高等学校（全日制、定時制、通信制すべて）

３．専門学校・専修学校

４．高等専門学校・短期大学

５．４年制大学・大学院

６．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　）

問７ あなたの最後に卒業（中退を含む）し

た学校を教えてください。学生の場

合、現在在学している学校の種類を教

えてください。（１つに○）

例えば、高等学校を中途退学した場

合、最終学歴は高等学校と回答してく

ださい。

１．中学校

２．高等学校（全日制、定時制、通信制すべて）

３．専門学校・専修学校

４．高等専門学校

５．短期大学

６．大学

７．大学院

８．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　）

設問文の修正

選択肢の修正

新設 － － 問7-1 問8で、「２～７」に○をつけた方に伺

います。

学費はどのように工面しましたか（し

ていますか）。（１つに○）

１．親の収入から出した（出している）

２．親が教育ローン等を借りて出した（出している）

３．自分が返済の必要な奨学金を借りた（借りている）

４．自分が返済不要な奨学金を受けた（受けている）

５．その他（　　　　　　　　　）

設問の新設

問10 あなたの就業経験について、次のうち

あてはまるものはどれですか。（１つ

に○）

変更なし 問９ あなたの就業経験（パート・アルバイ

トを含む）について、次のうちあては

まるものはどれですか。（１つに○）

変更なし 設問文の修正

変更前 変更後
備考
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箇所 設問等の内容 選択肢等の内容 箇所 設問等の内容 選択肢等の内容

変更前 変更後
備考

問11 次の(1)～(6)の場所について、あなたは

自分の居場所として安心したりほっと

できる場所であると感じますか。あな

たの考えにもっとも近いものに○をつ

けてください。

（それぞれあてはまるもの１つに○）

問10 次の(1)～(6)の場所は，今のあなたに

とって居場所（ほっとできる場所、居

心地の良い場所）になっていますか。

あなたの考えにもっとも近いものに○

をつけてください。

（それぞれあてはまるもの１つに○）

１．そう思う

２．どちらかといえば　そう思う

３．どちらかといえば　そう思わない

４．そう思わない

５．あてはまるものはない　わからない

設問文の修正

選択肢の修正・

追加

問13 あなたが会話やメール等でよくコミュ

ニケーションをとっている先は誰です

か。次の(1)～(3)の項目について、あな

たの考えにもっとも近いものに○をつ

けてください。（それぞれあてはまる

もの１つに○）

【設問項目】

(1)職場・アルバイト関係の人（現在及び過去の職場の同僚・上司・部下、その他

仕事の関係で知り合った人等）

(2)地域の人（近所の人，町内会などの知人，消防団などの地域活動での知人，塾

や習い事での知人，参加しているNPO法人等）

(3)インターネット上における人やグループ

問12 家族・親せきとあなたのかかわりは、

どのようなものですか。次の(1)～(4)の

項目について、あなたの考えにもっと

も近いものに○をつけてください。

（それぞれあてはまるもの１つに○）

【設問項目】

(1)会話やメール等をよくしている

(2)何でも悩みを相談できる人がいる

(3)こまったときは助けてくれる

(4)他の人には言えない本音を話せることがある

問13～16

問い方を変更

問14 あなたにとって、なんでも悩みを相談

できる先は誰ですか。次の(1)～(3)の項

目について、あなたの考えにもっとも

近いものに○をつけてください。（そ

れぞれあてはまるもの１つに○）

【設問項目】

(1)職場・アルバイト関係の人（現在及び過去の職場の同僚・上司・部下、その他

仕事の関係で知り合った人等）

(2)地域の人（近所の人，町内会などの知人，消防団などの地域活動での知人，塾

や習い事での知人，参加しているNPO法人等）

(3)インターネット上における人やグループ

問13 学校で出会った友人（現在通っている

学校の友人、かつての同窓生など）と

あなたの現在のかかわりは、どのよう

なものですか。次の(1)～(4)の項目につ

いて、あなたの考えにもっとも近いも

のに○をつけてください。（それぞれ

あてはまるもの１つに○）

【設問項目】

(1)会話やメール等をよくしている

(2)何でも悩みを相談できる人がいる

(3)こまったときは助けてくれる

(4)他の人には言えない本音を話せることがある

問13～16

問い方を変更

問15 あなたにとって、困ったときに助けて

くれるのは誰ですか。次の(1)～(3)の項

目について、あなたの考えにもっとも

近いものに○をつけてください。（そ

れぞれあてはまるもの１つに○）

【設問項目】

(1)職場・アルバイト関係の人（現在及び過去の職場の同僚・上司・部下、その他

仕事の関係で知り合った人等）

(2)地域の人（近所の人，町内会などの知人，消防団などの地域活動での知人，塾

や習い事での知人，参加しているNPO法人等）

(3)インターネット上における人やグループ

問14 職場・アルバイト関係の人（現在及び

過去の職場の同僚・上司・部下、その

他仕事の関係で知り合った人など）

と、あなたの現在のかかわりは、どの

ようなものですか。次の(1)～(4)の項目

について、あなたの考えにもっとも近

いものに○をつけてください。（それ

ぞれあてはまるもの１つに○）

【設問項目】

(1)会話やメール等をよくしている

(2)何でも悩みを相談できる人がいる

(3)こまったときは助けてくれる

(4)他の人には言えない本音を話せることがある

問13～16

問い方を変更

問16 あなたにとって、他の人に言えない本

音を話すことができるのは誰ですか。

次の(1)～(3)の項目について、あなたの

考えにもっとも近いものに○をつけて

ください。

（それぞれあてはまるもの１つに○）

【設問項目】

(1)職場・アルバイト関係の人（現在及び過去の職場の同僚・上司・部下、その他

仕事の関係で知り合った人等）

(2)地域の人（近所の人，町内会などの知人，消防団などの地域活動での知人，塾

や習い事での知人，参加しているNPO法人等）

(3)インターネット上における人やグループ

問15 地域の人（近所の人、町内会などの知

人、消防団などの地域活動での知人、

塾や習い事での知人、参加している

NPO法人など）とあなたのかかわり

は、どのようなものですか。次の(1)～

(4)の項目について、あなたの考えに

もっとも近いものに○をつけてくださ

い。（それぞれあてはまるもの１つに

○）

【設問項目】

(1)会話やメール等をよくしている

(2)何でも悩みを相談できる人がいる

(3)こまったときは助けてくれる

(4)他の人には言えない本音を話せることがある

問13～16

問い方を変更
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箇所 設問等の内容 選択肢等の内容 箇所 設問等の内容 選択肢等の内容

変更前 変更後
備考

－ － － 問16 インターネット上における人やグルー

プ（実際には会ったことがなかった

り、または、何回か会ったことはあっ

ても、基本的にはインターネット中心

の付き合いの人やグループ）とあなた

のかかわりは、どのようなものです

か。次の(1)～(4)の項目について、あな

たの考えにもっとも近いものに○をつ

けてください。（それぞれあてはまる

もの１つに○）

【設問項目】

(1)会話やメール等をよくしている

(2)何でも悩みを相談できる人がいる

(3)こまったときは助けてくれる

(4)他の人には言えない本音を話せることがある

問13～16

問い方を変更

問18 ふだん自宅にいるときに、よくしてい

ることは何ですか。（あてはまるもの

すべてに○）

１．テレビを見る

２．ラジオを聴く

３．本を読む

４．新聞を読む

５．ゲームをする

６．勉強をする

７．仕事をする

８．家事･育児をする

９．きょうだいの世話

10．家族の看病をしたり、お世話をする

11．インターネットを利用する（スマートフォンやパソコンを利用したウェブ閲

覧、SNS利用など）

12．運動をする（身体を動かす）

13．あてはまるものはない

問18 ふだん家（暮らしている場所）にいる

ときは、どんなことに時間を使ってい

ますか。（あてはまるものすべてに

○）

１．テレビを見る

２．ラジオを聴く

３．本を読む

４．新聞を読む

５．ゲームをする

６．勉強をする

７．仕事をする

８．家事･育児をする

９．家族の介護・看護をする

10．インターネットを利用する（スマートフォンやパソコンを利用したウェブ閲

覧、SNS利用など）

11．運動をする（身体を動かす）

12．あてはまるものはない

設問文の修正

選択肢の統合

新設 － － 問20 問19で、「１～６」に○をつけた方に

伺います。

インターネット（オンラインゲーム等

を含む）を利用することで、感じてい

ることはありますか。（あてはまるも

のすべてに○）

１．利用時間が長いと感じている

２．夜中まで続けてしまい翌日つらい

３．朝起きられない

４．他のことより優先してしまう

５．他のことにはあまり興味がわかない

６．その他（　　　　　　　　　）

７．あてはまるものはない

設問の新設

問21 ふだんの外出状況であてはまるものは

どれですか。（１つに○）

１．仕事や学校などで平日は毎日、外に出かける

２．仕事や学校などで週に３～４日、外に出かける

３．遊びなどでよく外に出かける

４．人づきあいのためにときどき外に出かける

５．ふだんは家にいるが、自分の趣味などの用事のときだけ外に出かける

６．ふだんは家にいるが、近くのコンビニなどには出かける

７．自分の部屋からは出るが、家からは出ない

８．自分の部屋からほとんど出ない

問22 あなたはふだんどのくらい外出します

か。（１つに○）

１．仕事や学校などで平日は毎日外出する

２．仕事や学校などで週に３～４日外出する

３．遊び等で頻繁に外出する

４．人づきあいのためにときどき外出する

５．ふだんは家にいるが、自分の趣味などの用事のときだけ外出する

６．ふだんは家にいるが、近くのコンビニなどには出かける

７．自分の部屋からは出るが、家からは出ない

８．自分の部屋からほとんど出ない

設問文の修正

選択肢の修正
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箇所 設問等の内容 選択肢等の内容 箇所 設問等の内容 選択肢等の内容

変更前 変更後
備考

問21-3 現在の状態になったきっかけは何です

か。（あてはまるものすべてに○）

１．学校（または職場）にうまくなじめなかったこと

２．小学生のときの不登校

３．中学生のときの不登校

４．高校生のときの不登校

５．大学（専門学校，短期大学等を含む）時代の不登校

６．受験がうまくいかなかったこと

７．就職活動がうまくいかなかったこと

８．職場になじめなかったこと

９．まわりの人とのつき合いがうまくいかなかったこと

10．病気（病名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

11．妊娠したこと

12．退職したこと

13．家族等の看病やお世話をすることになったこと

14．新型コロナウイルスが流行したこと

15．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　）

16．特に理由はない

17．わからない

問22-3 現在の状態になった主な理由は何です

か。（あてはまるものすべてに○）

１．学校になじめなかったこと

２．小学生のときの不登校

３．中学生のときの不登校

４．高校生のときの不登校

５．大学（専門学校，短期大学等を含む）時代の不登校

６．受験がうまくいかなかったこと

７．就職活動がうまくいかなかったこと

８．職場になじめなかったこと

９．人間関係がうまくいかなかったこと

10．病気（病名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

11．妊娠したこと

12．退職したこと

13．介護・看護を担うことになったこと

14．新型コロナウイルスが流行したこと

15．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　）

16．特に理由はない

17．わからない

設問文の修正

選択肢の修正

問21-4 現在の状態になったきっかけとして、

最も影響が大きかったのは何ですか。

（１つに○）

１．学校（または職場）にうまくなじめなかったこと

２．小学生のときの不登校

３．中学生のときの不登校

４．高校生のときの不登校

５．大学（専門学校，短期大学等を含む）時代の不登校

６．受験がうまくいかなかったこと

７．就職活動がうまくいかなかったこと

８．職場になじめなかったこと

９．まわりの人とのつき合いがうまくいかなかったこと

10．病気

11．妊娠したこと

12．退職したこと

13．家族等の看病やお世話をすることになったこと

14．新型コロナウイルスが流行したこと

15．その他

問23-4 現在の状態になった最も大きな理由は

何ですか。（１つに○）

１．学校になじめなかったこと

２．小学生のときの不登校

３．中学生のときの不登校

４．高校生のときの不登校

５．大学（専門学校，短期大学等を含む）時代の不登校

６．受験がうまくいかなかったこと

７．就職活動がうまくいかなかったこと

８．職場になじめなかったこと

９．人間関係がうまくいかなかったこと

10．病気（病名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

11．妊娠したこと

12．退職したこと

13．介護・看護を担うことになったこと

14．新型コロナウイルスが流行したこと

15．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　）

設問文の修正

選択肢の修正

問23 これまでに、社会生活や日常生活を円

滑に送ることができなかった経験はあ

りますか。または、現在そのような経

験をしていますか。（１つに○）

１．あった（現在している）

２．どちらかといえば、あった（現在している）

３．どちらかといえば、なかった（ない）

４．なかった（ない）

５．わからない、答えられない

問24 これまでに、社会生活や日常生活を円

滑に送ることができなかった経験はあ

りましたか。または、現在そのような

状況がありますか。（１つに○）

１．あった（または現在ある）

２．どちらかといえば、あった（ある）

３．どちらかといえば、なかった（ない）

４．なかった（ない）

５．わからない、答えられない

設問文の修正

選択肢の修正

問23-1 社会生活や日常生活を円滑に送ること

ができない状態を、克服することはで

きていますか。

（１つに○）

１．できている

２．どちらかといえば、できている

３．どちらかといえば、できていない

４．できていない

５．わからない

問24-1 社会生活や日常生活を円滑に送ること

ができない状態が、改善した経験があ

りましたか。（１つに○）

１．あった

２．どちらかといえば、あった

３．どちらかといえば、なかった

４．なかった

５．わからない

設問文の修正

選択肢の修正
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箇所 設問等の内容 選択肢等の内容 箇所 設問等の内容 選択肢等の内容

変更前 変更後
備考

問23-2 社会生活や日常生活を円滑に送ること

ができない状態を克服することができ

たきっかけは何ですか。（１つに○）

１．家族や親せきの助け

２．友だちの助け

３．学校の先生に相談したこと

４．スクールカウンセラーなど学校にいる専門家に相談したこと

５．地域の人の助け

６．病院に行って相談したこと

７．相談できる場所に行って相談したこと

８．電話相談を利用したこと

９．SNSやメール相談などを利用したこと

10．同じようにうまくいかなかった経験をした人に話してみたこと

11．就職・転職したこと

12．趣味の活動に参加したこと

13．時間がたって状況が変化したこと

14．自分の努力で乗りこえたこと

15．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　）

16．わからない、答えられない

問24-2 社会生活や日常生活を円滑に送ること

ができない状態が改善したきっかけや

改善に役立ったことは何ですか。（あ

てはまるものすべてに○）

１．家族や親せきの助け

２．友人の助け

３．学校の先生に相談したこと

４．スクールカウンセラーなど学校にいる専門家に相談したこと

５．地域の人の助け

６．病院に行って相談したこと

７．相談できる場所に行って相談したこと

８．電話相談を利用したこと

９．SNSやメール相談などを利用したこと

10．同じようにうまくいかなかった経験をした人に話してみたこと

11．就職・転職したこと

12．趣味の活動に参加したこと

13．時間がたって状況が変化したこと

14．自分の努力で乗りこえたこと

15．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　）

16．わからない、答えられない

設問文の修正

選択肢の修正

問24 社会生活や日常生活を円滑に送ること

ができない状態となったときなどに、

どのような人なら相談したり助けても

らったりしやすいと思いますか（あて

はまるものすべてに○）

１．相手が同じ悩みを持っている、持っていたことがある

２．相手が同世代である

３．相手が同性である

４．匿名で（自分が誰かを知られずに）相談できる

５．電話で相談できる

６．SNSやメールなどで相談できる

７．曜日・時間帯を気にせずに相談できる

８．相談できる場所が自宅から近い

９．相手が自宅に来てくれる

10．無料で相談できる

11．相手先が公的な支援機関である

12．相手先が民間の支援団体（NPOなど）である

13．相手が医師である

14．相手がカウンセラーなど心理学の専門家である

15．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　）

16．誰にも相談したり、助けてもらったりしようと思わない

問25 社会生活や日常生活を円滑に送ること

ができない状態となったときなどに、

家族や知り合い以外に相談するとすれ

ば、どのような人や場所なら相談した

いと思いますか。（あてはまるものす

べてに○）

１．相手が同じ悩みを持っている、持っていたことがある

２．相手が同世代である

３．相手が同性である

４．匿名で（自分が誰かを知られずに）相談できる

５．電話で相談できる

６．SNSやメールなどで相談できる

７．曜日・時間帯を気にせずに相談できる

８．相談できる場所が自宅から近い

９．相手が自宅に来てくれる

10．無料で相談できる

11．相手先が公的な支援機関である

12．相手先が民間の支援団体（NPOなど）である

13．相手が医師である

14．相手がカウンセラーなど心理学の専門家である

15．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　）

16．誰にも相談したくない

設問文の修正

選択肢の修正

問27 地域の行事やボランティア活動などに

参加したいと思いますか。（１つに

○）

１．ぜひ参加したい

２．機会があれば参加したい

３．わからない、どちらともいえない

４．参加したいと思わない

問28 変更なし １．ぜひ参加したい

２．機会があれば参加したい

３．わからない、どちらともいえない

４．すでに参加している

５．参加したいと思わない

選択肢の追加

問28 あなたはの結婚観をお答えください。

（１つに○）

１．結婚したい

２．結婚したくない

３．わからない

４．既婚である

問29 結婚や同棲の必要性に対する考え方の

うち，あなたの意見に最も近いものを

お答えください。なお、この調査の中

で結婚とは法律に基づく結婚のことを

指します。（１つに○）

１．結婚は必ずするべきだ

２．結婚はした方がよい

３．結婚はしなくてもよいが，同棲はした方がよい

４．結婚・同棲はしなくてもよいが，恋人はいた方がよい

５．結婚・同棲・恋人はいずれも必ずしも必要ではない

６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

設問内容の変更

選択肢の変更

新設 － － 問30 あなたは結婚していますか。（１つに

○）

１．結婚している（現在，配偶者あり）

２．結婚していないが，同棲している

３．結婚したことはあるが，今はそうではない（離婚または死別した）

４．結婚も同棲もしていない

５．あてはまるものはない、答えたくない

設問の新設
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箇所 設問等の内容 選択肢等の内容 箇所 設問等の内容 選択肢等の内容

変更前 変更後
備考

新設 － － 問30-2 結婚について不安を感じることはなん

ですか（あてはまるものすべてに○）

１．二人の相性

２．二人の間で起こる問題の解決

３．お互いの親族との付き合い

４．お互いの親の介護

５．お互いの前の配偶者やパートナーとの子どもへの向き合い方

６．結婚生活にかかるお金

７．自分の収入が低い、安定していない

８．自分の自由の制約

９．キャリアの停滞

10．子どもの育て方、教育

11．姓の変更

12．子どもができない可能性

13．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

14．特にない

設問の新設

新設 － － 問30-3 現在、結婚をしていない理由を選ぶと

すれば、どれですか。（あてはまるも

のすべてに○）

１．結婚するには若すぎる

２．結婚する必要性を感じないから

３．同棲のままで十分だから

４．今は仕事（又は学業）に打ち込みたいから

５．今は趣味や娯楽を楽しみたいから

６．独身の自由さや気楽さを失いたくないから

７．適当な相手にまだ巡り会わないから

８．異性とうまく付き合えないから

９．経済的に余裕がないから

10．結婚生活のための住居の目途がたたないから

11．親や周囲が結婚に同意しない（だろう）から

12．一生、結婚するつもりはないから

13．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

14．特にない

設問の新設

問28-3 自分が何歳くらいの時に第１子をもつ

ことを望みますか。（１つに○）

変更なし 問31-1 問31で「１～５」に○をつけた方にう

かがいます。

自分が何歳くらいの時に第１子を望み

ますか。（１つに○）

変更なし 設問文の修正
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箇所 設問等の内容 選択肢等の内容 箇所 設問等の内容 選択肢等の内容

変更前 変更後
備考

新設 － － 問32 すべての方に伺います。

すべての人が理想とする人数の子ども

を育てられるようになるためには，ど

のようなことが課題になると思います

か。（あてはまるものすべてに○）

１．子育ての経済的負担が大きい

２．将来の教育費の負担

３．子育ての心理的負担が大きい

４．配偶者や家族の家事・育児への協力が得られない

５．育児休業や出産休暇を取りやすい職場環境が整備されていない

６．育児休業中の所得補償が充実していない

７．フレックスやテレワークなど，柔軟な働き方ができない

８．男性の育児休業の取得が少ない

９．育児休業や短時間勤務などの制度利用がキャリアのハンデとなる

10．親との非同居，遠方により親の支援がない

11．保育所等に子どもを預けられそうにない

12．各種保育サービスが充実していない

13．3人以上の子どもがいる世帯への支援が充実していない

14．子どものいる世帯への住宅支援が充実していない

15．家事・育児支援サービスが充実していない

16．地域で子育てを助けてもらえない

17．不妊・不育症等の相談や支援がない

18．十分な広さの住宅の確保

19．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

20．あてはまるものはない

設問の新設
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